
接続チャンネル確認用ランプ

Bluetooth1の場合：１回点灯
Bluetooth2の場合：2回点灯
Bluetooth3の場合：3回点灯
2.4GHz レシーバー接続：消灯
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まずパッケージの付属品内容についてご確認ください。
1. マウス本体
2. USBレシーバー本体
3. 単3乾電池×2（テスト用）
4．取扱説明書

本製品は、ドライバを使用して、任意のDPI設定やクロススク
リーンなどの機能を使用することができます。
ドライバーはrapoo公式サイト 仕様欄の「MT760 ドライバ 
ダウンロード」ボタンよりダウンロードが可能です。

本製品は、ドライバソフトのインストールや設定を行わなくて
もご利用は可能ですが、ドライバソフトを使用することで、詳
細な設定や便利な機能を使用することができます。

「MT760&MT760 mini_Setup_1.0.2_20240111.exe」が
ダウンロードされたら、ファイルをダブルクリックし画面の指
示に従いドライバのインストールを行います。

1.「Add New configration file」をクリックし、設定ファイル
を追加を行います。

２．設定名称を入力してOKを押します。

３．新たに設定ファイルが作成され、マウスの詳細設定使用な
どが可能になります。

【rapoo公式サイト】
https://www.uniqstyle.co.jp/products/rapoo/MT760/

本体上部にあるDPI切り替えボタンを押すごとに、以下のDPI
設定に切り替えることができます。
（初期設定）800dpi→1000dpi→1200dpi→1600dpi
→2400dpi→3200dpi→4000dpi
DPI切り替え時には、DPI確認用ランプが点灯し、その回数で
現在のDPI設定を確認することができます。

Windows専用ドライバアプリを使用して、DPIの設定を50～
4000dpiの範囲で任意に設定が可能です。

ドライバソフトを起動し、メニューの「DPI setting」を選択し、
表示された画面のPDI値を変更します。

8.トラブルシューティング

６.充電残量は充分でしょうか？
Type-Cケーブルを使用して充分なバッテリー残量でご使用
ください。充電が足りない場合は動きません。

4.ドライバのインストールと初期設定1.付属品の確認

2.各部名称の説明

USB Type-C端子

USB レシーバー

※専用アプリで
ショートカットキー
などを割り当てること
ができます。
　

カスタムボタン

保護カバー
（磁力着脱式）

【底面】

右クリック

DPI切り替えボタン
横スクロール
ホイール　　　

DPI/充電/Bluetoothチャンネル
確認用ランプ

縦スクロール
ホイール

右クリック
進むボタン
戻るボタン

LEDセンサー

Bluetooth接続
切り替えボタン

本製品は、2.4GHzUSBレシーバーをお使いでの無線接続と
Bluetooth接続の2通りの方法があります。

3.使用方法

1. USBレシーバーを使用端末のUSBポートへ挿入する
2. マウス底面のデバイス切り替えボタンを押し、Bluetoothチ
ャンネル確認ランプが消灯している状態にします。

3-2. 2.4GHzのUSBレシーバーで使用する場合

1. マウス底面のデバイス切り替えボタンを押し、デバイスとペア
リングしたいチャンネルに合わせる。
※現在のチャンネルは、接続チャンネル確認ランプの点灯回数
で確認可能です。

3-3. Bluetooth（3.0、4.0、5.0対応）で使用する場合

【Bluetoothペアリング方法】
1. マウス本体の電源とお使いの端末の電源をONにします。
2. ペアリングしたい端末にてBluetooth設定画面を開いてく
ださい。
3. 本体底面のペアリングボタンを長押ししてください。
（Bluetoothチャンネル確認用ランプが緑色にゆっくり点
滅し、ペアリングが始まります。）
4. 端末のBluetooth設定画面（ペアリング可能なデバイス欄）
に、本製品が表示されますので選択します。
※端末により表示が異なります。
これでマウス本体と端末のペアリングが完了です。

5.DPI切り替え・設定方法
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接続切り替え・電源OFFスイッチ
上：2.4GHzUSBレシーバー
中：電源OFF
下：Bluetooth

この商品はUSB充電式です

USB 
Type-C端子USB 

Type-A端子

USBポート搭載のパソコンや
モバイルバッテリーなどから
充電が可能です。

コンセントから充電する場合は
『USB電源変換用アダプター』が必要になります。

※はじめてご利用する際は、必ず充電を行ってからご使用ください。
ドライバーを起動後は、「×」ボタンで閉じると、常駐アイコン
内に格納されます。再表示や終了する場合は、そちらをダブル
クリックで再表示、または右クリックで終了します。

2024年5月現在、Windowsのみ対応しています。
MacOS、iPadOS/iOSの場合は、ドライバソフトは
非対応となりますのでご注意ください。

2024年5月現在、Windowsのみ対応しています。
MacOS、iPadOS/iOSでは、ご利用できません。

2024年5月現在、Windowsのみ対応しています。
MacOS、iPadOS/iOSでは、ご利用できません。

4-1. ドライバのダウンロード

5-1. DPIの切り替え方法

5-2. DPIの設定方法

4-2. ドライバのインストール

ドライバの起動は、デスクトップに作成
された、rapooショートカットアイコンを
ダブルクリックします。

MT760LDriv
er

4-3. ドライバの起動・設定ファイルの作成

＜ドライバソフト起動画面＞

＜カスタムボタン設定画面＞

メモリを変更することで、マウスポインターの速度を11段階で
変更することができます。

ドライバメニュー「Prameter setting」よりマウスの設定変
更が可能です。

6.マウスの詳細設定

❶ ポインター速度の設定

スクロールホイールを１回まわす度に何行スクロールするか、
また1画面毎のスクロールに設定が可能です。

❷ 画面スクロールの設定

1秒間に何回データが送信されるかの設定を行います。
1000Hzの場合は1ミリ秒ごとにデータを送信、500Hzの場
合は2ミリ秒ごとにデータを送信となります。

❸ データを送信頻度の設定

「DPI reduction」をクリックし、カスタムボタンの設定画面
を開きます。表示された設定画面にて、カスタムボタンを押し
た時の動作を設定することができます。

❹ カスタムボタンの設定

❶ ❷ ❸

❹

Bluetooth接続切り替えボタン

https://www.uniqstyle.co.jp/products/rapoo/

■スマホの方はQRコードを読み込んでください。
■パソコンからは下記URLからrapoo公式WEBサイト
   をご覧いただけます。

ランプ点灯回数
１回点灯
２回点灯
３回点灯
４回点灯
５回点灯
６回点灯
７回点灯

DPI（初期値）
800dpi
1000dpi
1200dpi
1600dpi
2400dpi
3200dpi
4000dpi

ワイヤレスクロススクリーンモードを使用すると、各デバイス間
のマウス操作の移動をスムーズに行うことができます。
設定には複数のUSBレシーバーと各デバイスにドライバのイン
ストールが必要になります。

※カーソルが画面を突き抜けて別のデバイスに移動します。

7.ワイヤレスクロススクリーンモード

デバイス間のファイルの移動は、ドラック＆ドロップでは行え
ません。コピー＆ペーストをご使用ください。

2024年5月現在、Windowsのみ対応しています。
MacOS、iPadOS/iOSでは、ご利用できません。

1. 設定したい各デバイスに、ドライバのインストールを行います。
※インストール方法は「3.ドライバの使用方法」を参照ください。

2. 設定したいすべてのデバイスにUSBレシーバーを装着します。

ドライバソフトのメニュー「Switch Fanction」にて優先デバ
イス（Current Device）を設定します。
※優先デバイスを変更すると設定しているモニターの左右位
置が入れ替わります。

7-1. ドライバのインストールとUSBレシーバーの装着

7-2. 優先デバイスの設定

Copy ＆ Paste 

押すたびにBlutooth接続
チャンネルが切り替わります。


